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    学術出版は変わるか(2)：出版社の役割 (♥)
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学術出版の特殊性は、出版物の内容的価値や出版の社会性が（商業性以上に）問われるということ、そして著者と読者の距離が近いということだろう。それが自主出版と融合してビジネスモデルを形成するには、この2つの条件を反映したものである必要がある。簡単ではないが、意義は大きい。[全文＝♥会員]

全文は、有料購読会員になるとお読みいただけます。会員申込

著者の目的は収入より出版、OAは必ずしも解ではない



出版社の価値は、著者と読者の距離による


「分散コンテンツ」とは何か
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先週号で、すでに動き始めた「分散コンテンツ」のビジネスと市場についてご紹介したが、じつはこの言葉は、登場以来10年以上も説明困難な状態のままである。なぜかを考えつつ、筆者なりの暫定的な説明をしておきたい。これこそが21世紀のコンテンツ／メディア・ビジネスの最大のキーワードとなると思われるからだ。

実体と仮想が分離したインターネット世界

「分散コンテンツ」を定義することは難しい。もちろんICT由来の用語だが、そちらの専門家でも要領を得た説明をできる人は少ないと思われる。Webはデジタルドキュメントをインターネット上に開放し、ドキュメント・モデル（目次と本文）を基本とするインタフェースを持つ分散システムを爆発的に生成した。これによってコンテンツもシステムも分散することが可能になり、実体と仮想が分離してアヴァターが乱舞する21世紀の新しい「現実」を生み出したが、最も直接的にその影響を受けたのが「メディア」の世界であったことは当然と言える。

「分散コンテンツ」を考える時には、つねにそれが「無常」であること、それが「影」であること、影を動かすもの（システム、ルール）とともにあることを忘れてはならない。分散は集中の、中身は容器の対概念であり、影のようなものだからだ。それは誰かが何かのために必要とする仮想的なコンテンツであって「実体」はないので積極的な定義はなく、しいていえば管理システム (CMS)によって定義され、ネットワーク上でアクセス可能なコンテンツ、ということになる。

分散している(distributed)のがコンテンツ（部分／全体）なのかCMSなのか、両方なのか、そしてコンテンツのサプライチェーン（制作・流通・利用）のどこに位置するのか、そして著者、出版社、メディア、広告主、広告プラットフォーム、アグリゲーター。SNSなどのステークホルダーの中の誰がビジネスのイニシアティブを握るのか。こうしたことはしだいに明確になっていくだろうが、重要なことは「分散コンテンツ」はすでにビジネスモデルのなかで機能しており、急成長の市場であり、そこも当然ながら変化の速い「無常」の世界となるということだ。



コンテンツは夢幻、諸行無常のメディア世界

誰もがこの「分散コンテンツ」という無常と付き合うほかない。コンテンツとメディアが不可分である書籍はもとより、紙の上で密に結合している雑誌などが、ビジネスモデルの妥当性を問われる。紙と物流に依存した既存のメディア・ビジネスは、コスト的にますます苦しくなる。インターネット環境は、著者／出版社から読者までのコミュニケーションが可視化され、その過程で様々なステークホルダーに価値を提供するコンテクストが利用可能になる。その環境は、われわれが慣れ親しんだものとは大きく異なるのだが、ネットに近いほど商業価値は大きく、遠いほどコストが重くなる。

「分散コンテンツ」は急速に21世紀のコンテンツ・ビジネスの中心に浮上するだろう。つまり様々なメディアが融合するインターネット時代のコンテンツの形は「分散＝複合コンテンツ」になるだろうということだ。W3CへのIDPFの吸収は、21世紀の出版のビジネスモデルがWebを前提とするほかないことを出版界の主流が認めたことを意味している。◆ (鎌田、04/06/2017)


学術出版は変わるか(1)：オープンアクセスと自主出版
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学術分野での自主出版に注目が集まっている。一般書ではビジネスモデルが成立し、マルチメディアに向かいつつあるが、学術では、編集・制作・流通との関連で成立する「ビジネス」がフィクションを中心とした一般書と大きく異なり、簡単ではない。しかし、コンテクストの複雑さは逆にビジネスとしての可能性を示している。

出版のコントロールを望む著者たち

先月開催されたロンドン・ブックフェア(LBF)で「学界に自主出版の場所はあるか？」と題したパネルが開催された。Luluが最近立ち上げた学術系自主出版プラットフォームのGlasstree Academic Publishing (GAP)がスポンサーになったもので、ケンブリッジ大学出版のアラステア・ホーン氏がモデレーターを務め、Luluのナイジェル・リー氏とGlasstreeのダニエル・バーズィ氏、Emerald Publishingのレベッカ・エヴァンス氏、国立武器防具博物館 (Royal Armouries, RAM)のマーティン・ローレンス氏の4名がパネリストになったものだ。このパネルをリードしたホーン氏がPublishing Perspectivesに寄稿しているので紹介しておきたい。

デジタルは学術出版の世界にも大きな影響を及ぼしている。オープンアクセス(OA)運動の広がりによって出版社では読者が負担する定期購読料から著者が負担する論文処理手数料＝article processing charges (APC)への収益モデルの移行が起きているが、周辺コストの最小化によって生じたという点で、これは商業出版での自主出版の拡大と共通するという見方もある。どちらも出版コストの一部が著者へ移転したことで、著者が出版サービスの消費者となったということでは同じだ。

グーテンベルク以来、出版は文字通り印刷用「版」の製作が出版プロセスの中心をなしてきた。多くの修正がこの段階で行われるためもあり、DTPが普及した今日でも数週間から数ヵ月を費やすので、比重は軽くなっていない。しかし、最終商品がデジタルになると、やはり「版」のコントロールは著者中心になってくる。自主出版支援ビジネスのGlasstreeが最近行った調査では、学術系ライターの4分の3以上が、出版プロセス全体への関与を従来以上に強めることを希望していると回答している。

この場合のコントロールとは、おそらく発行スケジュールや全体の分量や構成といったことだと思われる。ページ数によるコスト的制約がないデジタルでは、これまでの出版で出版社が当然のように行使してきた出版に関わる「大権」に著者が関心を持つことは十分に考えるからだ。学術出版では、著者が出版の「ビジネス」部分に関心を持つ動機は商業出版ほど強くはないが、スケジュールなどに関連して著者と出版社の判断が食い違うケースはある。その場合に著者が必要とする「出版サービス」は、印刷などの設備に伴うものではなく、読者へのアクセスやアナリティクスなどWebマーケティングに関する部分だろう。◆ (鎌田、04/04/2017)

	Does Self-Publishing Make Sense for Scholarly Writers?: Highlights From a Discussion, By Alastair Horne, Publishing Perspectives, 03/30/2017




KoboがShelfieを買収、書店との連携に活用
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Rakuten Koboは4月5日、E-Bookのバンドリング・サービスを提供していた同じカナダのShelfie（バンクーバー）を買収したと発表した。Shelfieは今年1月末で閉鎖されており、Koboをプラットフォームとして再出発する。2月7日の本誌記事でも指摘した通り、この買収はきわめて自然なものと考えられる。[全文＝♥会員]

全文は、有料購読会員になるとお読みいただけます。会員申込

Koboプラットフォーム上のパーツとして統合



書店とのブリッジ、データ・マーケティング能力に期待


iPhone使用の高速DIYブックスキャナ
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ブックスキャナは安価なものから高価なものまで豊富に存在するが、実用性と価格を両立させたものは常に少ない。DIYの伝統がある米国には、身近なツールを使って手製のブックスキャナを制作するコミュニティがある。iPhoneと手製のスタンドで1時間1,000ページ前後という驚異的な処理を達成したものが発表されたので紹介しよう。

"全手動”で1時間1,000ページを実現

ビデオ付き記事を見て分かる通り、カメラは iPhone4Sを "Camera+ Free" アプリ、スマートフォン用三脚とともに使用し、コンタクトガラスに取付けた塩ビ製パイプ・フレーム上のBluetoothトリガーを手動操作して撮影する。固定焦点にしてあるので、フォーカスに時間を要することなく、スムーズに操作できる。撮影したページはiPhoneに収録される。デジカメなどを使用せず身近にあるスマートフォンをそのまま利用し、"全手動”でスムーズな操作を実現したところがいい。OCRソフトウェアはAbbyy社製 FineReaderを使用。セットはポータブルで組立てが容易、ただしもっぱら文字中心のペーパーバックに有効。という限定付きだ。

投稿者のMohib氏によれば、第1号機は自動焦点だったので1分間16-18ページ、1時間600ページが限度だったが、固定にしたことで900-1100ページを実現したとしている。操作を高速化するために、先に右ページのみを連続してスキャンし、上下を逆にして左ページを…という具合にスキャンする。このへんは慣れれば早くなる。

この「システム」は、汎用製品を使い、実用になるものが1万円以下で構成できる、というところがよい。個人が使う自炊スキャナは、基本的には1万円以下が望ましく、その価格ではまともな製品に出会う可能性が低いことを考えれば合理的な選択だと思われる。◆ (鎌田、04/05/2017)

https://vimeo.com/211262447
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